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              檜原学園檜原小学校 

１２ 月 号 
令和２年度 

１２月１日(火) 

檜 小 だ  よ  り 

学びの最強そうび 
                                    校長 乙津 秀敏 

朝晩大分冷え込むようになってきましたが皆様いかがお過ごしでしょうか。学校便り１０月号でお伝えしましたよう

に保護者の皆様により多く子供たちの様子を見ていただきたく、ここで保護者会と合わせて授業参観を設定させていた

だきました。どうか多くの保護者の皆様にお越しいただき我が子の成長の一端を見ていただければと思っています。ま

た、3学期に「ふるさと檜原学習発表会」として生活科や総合的な学習の時間を中心とした日頃の学習の成果を発表す

る会を予定しています。こちらもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

このところ新型コロナウイルス感染症の状況がまた変化してきました。これからが冬本番ですので引き続き学校と家

庭の両面で子供たちを見守って参りましょう。さて、この新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、今年ほど「学

校」というものについて多方面で話題となった年はなかったかと思います。そんな中、檜原の子供たちは学校というも

のをどう思っているのか気になり、先日ある児童に「学校って何するところかな？」と質問してみました。すると「勉

強するところ。」とあどけない笑顔とともに明確な答えが返ってきました。続けて「じゃあ、何のために勉強するのか

な？」と聞くとこれまた明確に「大きくなって役に立つから。」と返事が返ってきました。このとき私は「なるほど。

じゃあ、がんばってね！」と返しました。その後この児童の授業中の様子を見ると実に一生懸命算数の問題を解く姿が

見られました。「これからも頑張ってね！」と心の中で重ねて応援しました。 

 

今から約10年程前になるでしょうか、私はこの「勉強することの意味」について子供向けに書かれた本を当時勤め

ていた学校の図書室で見付け、読みました。檜原小の図書室にもあるかなと思い探してみると・・・ありました。そこ

で今一度読み返してみました。この本は「キミが勉強する理由」という本で藤原和博という方が書かれたものです。こ

の方は都内で義務教育初の民間人出身校長だった方です。この方が語るのは、「遊ぶこと」と「勉強すること」の間に

は切っても切り離せない関係があり、小学生の頃に思いっきり遊びまくったことがその後の勉強や人生の「基礎」を作

ったと実感しているということ。そしてこれからの勉強や人生に欠かせないとても大事なもの（これを筆者はゲームに

例えて「最強そうび」と呼んでいます）は「集中力」と「バランス感覚」だとしています。これらの点について私も同

感で、小学生時代に遊びの中で知ったこと、学んだことは今この歳になっても役に立っていますし、何か物事に取り組

むに当たっては集中力が欠かせません。そしてバランス感覚について筆者は自分と周りとの関係を上手に結ぶことので

きる力としていますが、これについても同感です。ただし、私はこれについてはもう一つ、バランス感覚の中に含まれ

る要素ではありますが、「自分で物事のスイッチをオンオフできる力」を「最強そうび」に加えたいと思います。遊び

でも運動でも勉強でも、誰かに言われたからやるのではなく、自分でスイッチをオンオフして取り組む。そして時間は

有限なのでこれらの配分を自分の意思で作るバランス感覚がとても大切となってきます。 

 

筆者はこの本のまとめで「新しい世の中では変化のスピードが速くて複雑でいろんな種類のことが一度に起こる。で

も心配することはない。「最強そうび」をきたえていけばだいじょうぶ。」と語りかけています。この本が書かれてから

既に10年以上経過し、この間時代が変化するスピードはますます加速していますが、この「最強そうび」は今も尚、

最強のそうびだと思います。たくさん遊び多くの体験を積むこと、運動、勉強そして遊びにおいても集中力を身に付け

ること、人間関係のみならず様々な面でバランス感覚を身に付けること、これらを学校、家庭の両面で意識しながら子

供たちと関わって行けたらと考えています。今年も残り僅かとなりました。皆様良いお年をお迎えください。 



１２月の生活目標 
 
12月の生活目標は「学校をきれいにしよう。」

です。今年は新型コロナウイルスの影響もあり、清
潔にという意識が強かったと思います。今月は「清
潔に」に加えて「整理・整頓」の意識も大切にしよ
うという事で子供たちに話していきます。 
この「整理・整頓」は、苦手な子はとても苦手で

す。では、どうすればできるのかのポイントを３つ
紹介します。 

1つ目は「物の置き場所を決める。」です。物の
置き場所を決めることで使った後に戻すことが容
易になります。 
２つ目は「整理の仕方が分かる。」です。このプ

リントは必要なもの？捨てていいもの？そういっ
た判断ができるようになると自分で整理できるよ

うになります。 
3つ目は「一緒に整理・整頓する。」です。一緒 

に整理・整頓をしてあげること

で整理・整頓の仕方が身に付い
ていきます。この時、優しい気
持ちで一緒にやることが気持ち
良く整理・整頓をするコツかな
と思います。今年もあと1か月、
清潔で整理・整頓ができた学校
を目指します。 

           生活指導部 山田剛史 

 

ふるさと檜原学習発表会 
 今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
に、秋に予定されていた学芸会が中止となりました。保
護者・地域の皆様には、子供たちの出し物を楽しみにし
てくださっていたかと思いますが、ご理解の程よろしく
お願いいたします。そのような中、子供たちの発表・表
現力育成のため、3学期に「ふるさと檜原学習発表会」
を計画いたしました。このふるさと檜原学習発表会は、
日ごろの学習の成果を、生活科・総合的な学習を中心と
して保護者の皆様に発表するという目的で行われます。
お忙しいこととは存じますが、どうぞ足をお運びくださ
い。日時・内容については以下のようになっています。
場所は、体育館または各教室となります。詳細について
は、各学年からのお知らせをお読みください。 
 
学年 日時 主な内容 

1年 1月１８日（月）３校時 生活科 作ったおもちゃで遊ぼう 

2年 １月２２日（金）２校時 生活科 村たんけんの発表 

3年 1月１８日（月）４校時 総合 ムラサキ、紫根染、ジャガイ

モ、（つるかご）など 

4年 １月２２日（金）３．４校時 総合 二分の一成人式 

5年 1月１８日（月）５校時 檜原小米をつくろう「米作り」西多

摩の野鳥「バードカービング」 

岩井臨海学園 

6年 １月２２日（金）１校時 日光移動教室、檜原歴史探検など 

たんぽぽ １月２２日（金）１校時 

※6年と同日 

生活単元作品展示 

学芸委員会 河野香織 
 

 

 
 

 

１１月２８日にマラソン大会が行われました。 

「自信をもって自分のペースで楽しく走る」とい

うスローガンの下、それぞれの目標に向かって練習

を積み重ねてきました。体育委員会が中心となって

アンケートを実施したり、練習中にやる気の出る音

楽をかけたりするという工夫により、日々の練習か

らみんなが楽しく取り組んでいました。当日は、一

人一人の決めた自分の目標に向かい、走りきること

ができました。 

 

マラソン大会担当   

  山口 高志 

 

授業参観・保護者会 
  
先日、お知らせさせていただきました通り、授業参観・

保護者会を以下の日時に行います。ご多用のことと存じま

すが、ご来校くださいますようご案内申し上げます。 

１．日時 １２月８日（火）１・２・３年生 

１２月３日（木）４・５・６年生 

  授業参観   午後１時３５分～ 

学級懇談会  午後２時３０分～ 

２．場所   授業・保護者会 各教室 

３．その他  

・駐車場は総合グラウンド、村営駐車場をご利用ください。 

・来校証、うわばきをご持参ください。 

・当日、発熱や風邪症状等がある場合は、ご来校を控えて

いただきますようよろしくお願いいたします。 

・新型コロナウイルス感染症の状況により、予定を変更す

る場合があります。その際は、配信メールにて連絡いた

します。 

（２）学年の通知票（あゆみ）について 

    （３）冬休みの生活と学習 

（４）ふるさと檜原学習発表会について 
    （５）その他  
 
 
 
特別支援コーディネーター 山田 剛史・小林 忍 

マラソン大会 

岩井臨海学園 
 11月５日6日の二日間、岩井臨海学園に行きました。 

今年は、磯遊び、干物作り、うちわ作りなどの体験を行い

ました。例年とは違った行程の中でしたが、子供たちは、

日常と違う環境の中で貴重な学習になりました。 

              5年担任 竹内 啓太 

 


